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道の駅シルクウェイにちはらを飾るイルミ
ネーション。国道 9 号線から目を引かれて
踏み入れば、幻想的な光景が視界いっぱい
に広がります。
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綺麗な振袖ありがとう

両親や地域の
人に感謝 !!

　 新成人の想い

すべてのことに対する「おかげさま」

いつか恩返しを

この津和野町で
　　　育てられた誇りを

津和野の役に立つ仕事をしたい

人との関わりが自分の力となっている

アルバイトで働くことの大変さと大切さを感じている

いつか津和野に戻りたい

人を支えられるような人に
津和野を盛り上げたい

新成人を代表して答辞と町
民憲章をそれぞれ読み上げ
る宮内 敦也さん（上）と清
水 友貴さん（左）

平成 29 年津和野町成人式

1
月
3
日
、
日
原
小
学
校
体
育

館
に
て
津
和
野
町
成
人
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
年
末
か
ら
続
く

晴
天
と
同
様
に
、
晴
れ
や
か
な
表

情
を
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
同

郷
の
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

今
年
度
20
歳
を
迎
え
る
80
名
の

う
ち
、
式
に
は
53
名
が
出
席
。
そ

の
新
成
人
た
ち
に
下
森
町
長
は
故

事
成
語
の
「
鶏
口
牛
後
」
を
引
用

し
、「
ど
の
よ
う
な
組
織
に
い
て

も
、
ま
た
た
と
え
小
さ
く
弱
く

あ
っ
て
も
個
性
を
活
か
し
、
揺
る

ぎ
な
い
信
念
を
持
ち
、
社
会
を
力

強
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま

し
た
。

そ
の
言
葉
に
対
し
、
新
成
人
を

代
表
す
る
宮
内
敦
也
さ
ん
は
「
現

実
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
自
分

を
見
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地

に
足
を
つ
け
、
社
会
的
責
任
を

も
っ
た
発
言
や
行
動
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
幼
い

頃
の
映
像
鑑
賞
と
近
況
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
報
告
の
中
で
は
家

族
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
方

も
多
く
、
と
き
に
は
涙
な
が
ら
に

言
葉
を
紡
い
で
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
の
幕

開
け
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
津
和
野
町
政
の
推
進
に
あ
た
り

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
本
町
は
1
月
下
旬
に
大
雪
と

な
り
、
各
地
で
水
道
管
破
裂
と
断
水
が
起
こ

り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
関
係
被
害

も
数
多
く
生
じ
ま
し
た
。
災
害
対
応
に
追
わ

れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も

こ
れ
か
ら
が
雪
の
本
番
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ま
に
は
十
分
な
備
え

を
お
心
が
け
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
3
月
を
も
っ

て
町
管
理
の
公
共
土
木
及
び
林
業
施
設
の
全

て
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。
一
部
の
農
地
、

農
業
用
施
設
に
つ
い
て
、
県
に
よ
る
津
和
野

川
・
名
賀
川
河
川
災
害
復
旧
事
業
の
完
成
を

待
っ
て
着
手
す
る
た
め
、
本
年
の
末
頃
を
目

途
に
完
成
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
3
年
半
、
被
災
者
の
方
々
に
は
長

い
間
、
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
被
害
の
甚
大
さ
を
考
え
る

と
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援
を
頂

け
た
こ
と
で
、
定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
無

も
町
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
、
力
を
合

わ
せ
、
新
町
一
体
と
な
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
温
か

い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
を
始
め
関

係
者
ご
一
同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで
放送した内容を一部編集し掲載しています。

事
、
復
旧
の
目
途
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
っ
て
お
り
、
改
め
て
皆
様
に
心
か
ら
の

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
3
月
を
も
っ

て
災
害
復
旧
推
進
室
は
閉
鎖
を
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
災
害
復
旧
事
業
が
完

了
す
る
ま
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
こ
と
を
お
約
束
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、明
け
て
平
成
29
年
で
あ
り
ま
す
が
、

合
併
後
、新
津
和
野
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

12
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
合
併
に
伴
う
国
か
ら
の
財
政
上
の
優
遇

措
置
が
、
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
人
口
減
少
に
伴
う
影
響
も
あ
い
ま
っ
て
、

過
去
に
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
成

果
は
出
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
津
和
野
町
総
合
振
興
計

画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
人
と
自
然
に
育
ま

れ
温
も
り
の
あ
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で

は
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
産
業
、
環
境
生

活
な
ど
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
解
決
す
べ
き

喫
緊
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
停
滞
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
更
な
る
精
度
の
高
い
行
財
政
改

革
を
進
め
、
創
意
工
夫
に
努
め
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ま
が
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
、
い

つ
ま
で
も
津
和
野
町
で
暮
ら
し
て
頂
け
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

諸
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

新年のお慶びを申し上げます
津和野町長 下森 博之
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祝成人

※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

石川 萌（三渡曽庭）

石川 大樹（野地）

有福 憲太（森三）

青木 悠太（清水町）

青木 聖泰（左鐙西）

髙石 秀幸（町田）

大庭　千夏（山根町）

岩本 雄気（西二）

岩本 美華（上横瀬東）

石原 光星（和田）

金子 裕太（森二）

沖田 春菜（枕瀬西）

岡﨑 彪我（野地）

大畑 夏鈴（寺田下）

木村 麟（商人下）

神田 梨帆（中座一）

河村 由香里（清水町）

河田 政朗（森一）

坂崎　涼太（滝元下）

坂崎 工（青原）

齋藤 結衣（滝元下）

河野 葵（森四）

大羽 央真（下千原）烏田 美紀（寺田上）久保 景杏（旭町下）竹中 伸二（東二）野村 優太（木ノ口下）宮内 敦也（中川）

宅野 春香（旭町上）柳楽 彩（中座二）三浦 凌（青原）吉田 笑子 （畳）

高野 優太郎（直地上）永嶺 陸（小瀬）松尾 悠香（本町一）森本 奏（脇本）

菅野 弘貴（相撲ケ原）

水津 黎（金見町下）

白石 麻衣（森一）

清水 友貴（山根町）須山 友季（東一）

長嶺 ふたば（森二）弘中 真知也（寺田下）森上 龍平（町田）

笹木 康平（奥ヶ野）澄川 晴香（東二）

長嶺 紘大（笹山）橋本 真子（中座一）村上 彩乃（鷲原二上）

平成 29 年津和野町成人式
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広報つわの 2017 年 1 月 17 日発行

7　広報つわの

３
６
５ 
日
・
24 

時
間
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
95
・
０マ

１イ

７ナ
ン
バ
ー８
）
で
対

応
し
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？

個
人
情
報
を
保
護
す
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム

の
整
備
、
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
強

化
な
ど
、
安
心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
番
号
確
認
と
本
人
確
認
で
な
り
す
ま
し
を

防
止
し
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
や
情
報
連
携

の
範
囲
を
法
律
で
制
限
し
て
い
ま
す
。

・
情
報
の
分
散
管
理
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク

セ
ス
制
御
、
通
信
の
暗
号
化
な
ど
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
み
で
個
別
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
た
め
、
芋
づ
る
式
に
情
報
が
漏
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
独
立
性
の
高
い
第
三
者
機
関
（
個
人
情
報

保
護
委
員
会
）に
よ
る
監
視
、監
督
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
法
律
違
反
に
は
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
IC 

チ
ッ
プ
に
は
、
税
や
年
金
な
ど
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
ま
せ
ん
。

・
IC 

チ
ッ
プ
の
利
用
に
は
設
定
し
た
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

・
情
報
の
不
正
な
読
み
取
り
や
、
偽
造
が
で

き
な
い
よ
う
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
て
も
、

お
知
ら
せ
が
自
動
的
に
届
い
た
り
し
ま
す
。

具
体
的
な
機
能
は
次
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

ご
利
用
に
は
、
IC 

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

の
準
備
が
必
要
で
す
。

・
や
り
と
り
履
歴
（
情
報
提
供
等
記
録
表
示
）

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
行
政
機
関
同
士
が

や
り
と
り
し
た
履
歴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
お
知
ら
せ

各
種
情
報
保
有
機
関
か
ら
配
信
さ
れ
る
お

知
ら
せ
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
検
索
と
電
子
申
請

あ
な
た
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
が
で

き
た
り
、
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
へ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
な
ど
が

で
き
ま
す
。

・
あ
な
た
の
情
報
（
自
己
情
報
表
示
）

あ
な
た
の
情
報
を
検
索
し
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
操
作
履
歴

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
操
作
履
歴
を
表
示
し

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
も
っ
と
つ
な
が
る
（
外
部
サ
イ
ト
連
携
）

外
部
サ
イ
ト
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
外
部
サ
イ
ト
へ
の
ロ
グ
イ

ン
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

確
認
し
、
送
付
用
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請

①
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、

パ
ソ
コ
ン
に
保
存
し
ま
す
。

②
交
付
申
請
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

サ
イ
ト
（「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
総
合
サ
イ
ト
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。）
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
画
面

に
し
た
が
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔

写
真
を
添
付
し
て
送
信
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を

撮
影
し
ま
す
。

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
通
知

カ
ー
ド
と
と
も
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
）
の
QR 

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
申
請

用
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

画
面
に
し
た
が
っ
て
必
要
事
項
を
入
力

の
上
、
顔
写
真
を
添
付
し
送
信
し
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
た
日
以
降
に

引
越
し
を
さ
れ
た
方
が
申
請
さ
れ
る
場

合
に
は
、
引
越
し
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
お
受
け
取
り
に
な
っ
た
交
付
申
請
書

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
何
が
で
き
る
の
？

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
平
成
29 

年
７
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
子

育
て
や
福
祉
・
介
護
な
ど
の
行
政
手
続
き
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
た
り
、
行
政
か
ら
の

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
必
要
な
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、「
国
民
の
利

便
性
の
向
上
」、「
行
政
の
効
率
化
」、「
公
平
・

公
正
な
社
会
の
実
現
」
と
い
う
目
的
が
あ
り

ま
す
。

・
国
民
の
利
便
性
の
向
上
～
面
倒
な
行
政
手

続
が
カ
ン
タ
ン
に
！
～

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
保
育
園
や
幼
稚
園

の
利
用
に
当
た
っ
て
の
認
定
の
申
請
」
で
は

住
民
票
・
課
税
証
明
書
な
ど
の
書
類
の
提
出

が
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
行
政
の
効
率
化
～
手
続
を
ム
ダ
な
く
正
確

に
！
～

手
続
業
務
に
係
る
時
間
や
労
力
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
ま
す
。

・
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
～
給
付
金
な

ど
の
不
正
受
給
の
防
止
～

所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
把

握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
に
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ど
ん
な
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
必
要
な
の
？

平
成
28 

年
１
月
か
ら
、順
次
、社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
年
末
調
整
や
、
源
泉
徴
収
票
の
作
成
、
雇

用
保
険
の
手
続
で
勤
務
先
へ

・
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
手
続
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ

・
資
産
運
用
の
手
続
で
銀
行
や
証
券
会
社
へ

・
福
祉
や
介
護
の
手
続
で
市
区
町
村
へ

・
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
時
に
税
務
署
へ

・
児
童
手
当
や
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
申

請
時
に
市
区
町
村
や
保
険
組
合
へ

・
生
命
保
険
、
損
害
保
険
、
共
済
の
受
取
時

に
保
険
会
社
や
組
合
へ

・
災
害
時
の
支
援
制
度
の
利
用
申
請
時
に
市

区
町
村
へ

・
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
を
始
め
る
時
に
バ

イ
ト
先
や
パ
ー
ト
先
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
っ
て
ど
ん
な
カ
ー
ド
？

身
分
証
に
も
な
る
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド

で
す
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
機
能
を
使
っ
て
、
次

の
よ
う
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認
が
、

こ
れ
一
枚
で
完
結
で
き
ま
す
。
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
と
し
て
も
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。

・
平
成
29 

年
７
月
か
ら
始
ま
る
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
す
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
、
予
防
接
種
や

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

届
い
た
り
、
児
童
手
当
や
保
育
園
入
所
の

申
請
な
ど
の
子
育
て
の
手
続
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ど
う
し
た
ら　
　

も
ら
え
る
の
？

住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
便
・
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら

無
料
で
申
請
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、
お
早

目
に
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郵
送
に
よ
る
申
請

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
通
知

カ
ー
ド
と
と
も
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。）
に
署
名
ま
た
は
記
名
・
押
印
し
、

顔
写
真
を
貼
り
付
け
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
た
日
以
降
に

引
越
し
を
さ
れ
た
方
が
申
請
さ
れ
る
場

合
に
は
、
引
越
し
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
お
受
け
取
り
に
な
っ
た
交
付
申
請
書

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

②
交
付
申
請
書
の
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か

知
っ
て
る
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

平
成
28
年
１
月

以
降
に
使
用
さ
れ

始
め
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
。
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
も
そ
の
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
改
め
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。　
　
（
総
務
財
政
課
☎
74
・
０
０
２
８
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と

で
、
一
生
使
う
も
の
で
す
。
番
号
が
漏
え
い

し
、
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
ん
だ
ね
！

マイナちゃん

手
続
き

ス
イ
ス
イ
～

い
ろ
い
ろ

使
え
る
ん
だ
！

も
っ
と
便
利
に

な
る
ん
だ
ね

内閣府からのお知らせ
◆マイナンバー HP 
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
◆政府広報オンライン マイナンバー特集ページ
http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/mynumber/
◆マイナンバー公式 twitter
https://twitter.com/MyNumber_PR
◆マイナちゃんのマイナンバー日記 (Facebook)
https://www.facebook.com/mynadiary

マイナンバーのことがわかったかな？
カードの申請もよろしくね！
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平成 29 年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
津
和
野
町
で
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す

る
書
類
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所
得
控
除
に
関
す
る
書

類
、
印
鑑
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）、
月
別
総
括
表
（
年
間

分
の
集
計
）
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

農
業
所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
準
備
を

さ
れ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に
は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年
中
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金
が
あ
る

方
は
、
購
入
金
額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、
領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕
作
者
共
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

⑤
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
（
及
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

が
発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
（
新
設
）、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た

場
合
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が

常
時
居
住
し
て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原

因
と
し
て
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部

分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
な
お
、

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
等
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控
除
と
同
様
の
計
算
に
よ
る
金
額
を
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
地
震
保
険
料
控
除
と
合
わ
せ
て
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。）
申
告
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑧
扶
養
控
除

平
成
24
年
度
か
ら
16
歳
未
満
の
扶
養
控
除
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
16
歳
以
上

19
歳
未
満
の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
も
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
町
県
民
税
の

非
課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
、
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は

申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先
の
な
い
人
（
大
工
、
左
官

で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金（
満
期
金
等
）に
つ
い
て

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
す
べ
て
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
医

療
を
受
け
た
人
毎
に
集
計
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
か
ら
補
て
ん
金

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

介
護
保
険
適
用
者
の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
発

行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑨
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。（
こ
の
申
告
で
、
は
じ
め
て

控
除
を
う
け
ら
れ
る
方
は
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行
の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。）

⑩
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
の
間
及
び
平
成
21
年
か
ら
平
成
33
年
ま
で
に
入
居
さ
れ

た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、

こ
の
額
が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
山
林
所
得
や
退
職
所

得
等
が
あ
る
方
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
特

別
控
除
額
が
通
常
計
算
さ
れ
る
控
除
額
よ
り
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
町
へ
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
29

年
3
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
役
場
本
庁
舎
税
務
住
民
課
窓
口
ま
た
は
津
和
野
庁
舎
商
工
観

光
課
総
合
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
告
に
は
印
鑑
と
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。）

税

町

県

民

国
民
健
康
保
険

の
申
告

相
談

確定申告書等作成コーナーで
申告書が作成できます

確定申告書の作成は

詳しくは国税庁HP へ で

画面の案内に従って金額等を入力すれ
ば、税額などが自動計算され、申告書
や青色申告決算所などを作成できます。

「確定申告書等作成コーナー」で

国税庁 HP便利です

給与所得者で年末調整を受け、確定申告
の必要がない方でも、医療費控除を受ける
場合など、源泉徴収された税金が納め過ぎ
になっているときには、還付を受けるため
の申告（還付申告）により所得税及び復興
特別所得税を還付することができます。

還付を受けるための申告書は、１月から
提出することができますので、e-Tax また
は郵送などで早めに提出していただくよう
お願いします。

なお、申告書を作成されてない方で作成
の相談を必要とされる場合は、2 月 16 日
から 3 月 15 日までの税務署の申告会場を
ご利用ください。

国税庁 検索

今
年
度
か
ら
各
種
申
告
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
写
し（
両
面
）が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

書
類（
①
）お
よ
び
身
元
確
認
書
類（
②
）の
２
種
類
の
書
類
と
そ
の
写
し
を
用
意
し

て
下
さ
い
。
家
族
分
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
家
族
の
書
類
も
必
要
で
す
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
又
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
）
の
い
ず
れ
か

②
運
転
免
許
証
、公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、身
体
障
害
者
手
帳
、

在
留
カ
ー
ド
の
い
ず
れ
か

本庁舎税務住民課
☎74-0069

津和野庁舎総合窓口
☎72-0663



申
告
が
必
要
で
す

スタート
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえい
い
え

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はいはい

はい

はい

スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。

同
居
し
て
い
る
家
族
の

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
控
除
対
象
者
で

す
か
？

平
成
29
年
１
月
１
日
時

点
で
津
和
野
町
に
居
住

し
て
い
ま
し
た
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

申
告
は

不
要
で
す

平
成
29
年
１
月
１
日

時
点
で
居
住
し
て
い

た
市
町
村
に
照
会
し

て
く
だ
さ
い
。 平

成
28
年
中
に
収
入
が

あ
り
ま
し
た
か
？

（
こ
の
収
入
に
は
、
遺
族
・
障
害

年
金
、
失
業
保
険
な
ど
の
非
課

税
の
給
付
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

可
能
額
」
の
記
載
が
あ
り
、

こ
の
金
額
が
「
住
宅
借
入
等

特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き

い
で
す
か
？申

告
は
不
要
で
す
が
、

平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
に
入
居
し
た
方

で
前
ペ
ー
ジ
⑩
た
だ
し

書
き
に
該
当
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
選
択
に
よ

り
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
提
出
期
限
は
３
月
15
日
）

収
入
は
１
ヶ
所
か
ら
の
給

与
所
得
の
み
で
、
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
あ
り
ま
す
か
？

平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
の
あ
な
た

の
年
齢
は
65
歳
以
上
で
し
た
か
？

年
金
収
入
が
年
間
98
万
円
を

超
え
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
年
間
１
４
８
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
か
？

営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
一
時
・
譲
渡
所

得
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
？

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
が
あ
り
ま
す
か
？

「
申
告
は
不
要
」
と
な
っ
た
方
で

も
、
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受

け
た
い
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
生
命
保
険
等
の
一
時
金
（
満

期
金
）
や
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
遺
族
・
障
害
者
年

金
等
は
非
課
税
で
す
が
、
津
和
野
町

の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
ご
加
入
の
方
で
、
ど
な
た

の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
は
申
告

を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
譲
渡
所
得

や
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
津

和
野
町
の
申
告
会
場
で
は
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
益
田
税

務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明

な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
2
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
税
務
住
民
課
（
☎
74
・

０
０
６
９
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成 29 年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程

日 曜
津和野地域

日 曜
日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/16 木
寺田上・寺田下・
促進住宅・下千原・

上千原・岩瀬戸 8:30~12:00
13:00~15:00

小
川
公
民
館

2/16 木 青原

8:30~12:00
13:00~15:30

青原公民館
2/17 金

和田・麓耕・
商人上・日浦

2/17 金
小瀬・青原団地・ 
大木・二俣・鹿谷

2/20 月
直地上・野広
（12 時まで）

8:30~12:00 2/20 月 柳・添谷

2/21 火

畑迫地区
8:30~12:00

13:00~15:00

畑
迫
公
民
館

2/21 火 商人下・宿谷・程彼
8:30~12:00

13:00~15:30
程彼集落センター

2/22 水 2/22 水 三渡曽庭・脇本 8:30~12:00
13:00~15:30

池河地区コミュニ
ティセンター2/23 木 2/23 木 堤田

2/24 金

木部地区
8:30~12:00

13:00~15:00

木
部
公
民
館

2/24 金 小直 8:30~12:00
13:00~15:30

滝元多目的集会所
2/27 月 2/27 月 滝元上・滝元下

2/28 火 2/28 火
相撲ヶ原上・相撲ヶ原
下・須川元郷・日浦東・

日浦西

8:30~12:00
13:00~15:30

須川公民館

3/1 水

橋南地区

8:30~12:00
13:00~15:00

町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

3/1 水 左鐙東・左鐙西
8:30~12:00

13:00~15:30
左鐙公民館

3/2 木 3/2 木
上横道・下横道・ 

一ノ谷（12 時まで）
8:30~12:00

3/3 金 3/3 金 野地・野口

8:30~12:00
13:00~15:30

山村開発センター
（日原公民館）

3/6 月
橋南地区 
笹山地区

3/6 月
畳・新地・ 

下左鐙・木ノ口住宅

3/7 火
橋北地区 
笹山地区

3/7 火 木ノ口上・木ノ口下

3/8 水 3/8 水 枕瀬東・枕瀬西

3/9 木 3/9 木 栄町・旭町上下・扇町・
春日町・幸町・金見町
上・金見町下・山根町・

清水町・星の里 
（予定日に都合の悪

かった方）

3/10 金

全町

3/10 金

3/13 月 3/13 月

3/14 火 3/14 火

3/15 水 3/15 水
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ご迷惑をおかけします。申告相談は、税務住民課窓口 及び商工観光課総合窓口では出来ません。
税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応に不自由をおかけしますが、皆さ

まのご理解・ご協力をお願いします。



月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday-

主な行事のお問合せ先

津和野温泉なごみの里13　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　12

土 -Saturday-日 -Sunday-

なごみ

日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略字
表記について

日原公民館日公

納期限は2月 28 日

2

■行政相談
総務財政課 ････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所 ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課 ････････☎ 72-0657
　　　　　 ････････☎ 72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課 ････････☎ 74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所 ･･････☎ 72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会

本所日原支所 ････☎ 74-1617
■パソコン教室 , ハングル講

座 , キッズえいかいわ，ア
ロマヨガ，水彩画教室，フ
ラダンス

日原中央公民館 ････☎ 74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、※１ 地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

 ☎ 72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館 ････････☎ 75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
 ☎ 090-9061-8012

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 11期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 11 期
介護保険料・・第 11 期

25242322

18171615

8

1

9 10

21

14

76

13

20

282726

19

12

5 11

432

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎行政相談
　心配ごと相談
　無料人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎年金相談
（まちせ /10:00~15:30）

◎津和野町小学生子ども議会
（役場第 2 庁舎 議場 /13:30~）

◎ SNS 活用セミナー
（まちせ /18:00 ～ 20:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎食育の集い
（青原公民館 /9:30~14:00）

◎子育て支援ｾﾝﾀｰ離乳食教室
（やまび /9:15~13:00）

◎すずめの会※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎季節の湯（だいだい , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎輪読鴎外
（10:00~11:00/森鴎外記念館）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ   ）

◎しまね家庭の日※３

◎明るい生活相談
　無料人権相談
（やませ /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:00~16:00）

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /13:30~14:30）
（左鐙公民館 /15:30~16:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎かけ橋の会※ 2

（まちせ /14:00~16:00）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（高田自治会館/10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎三葉会※１

（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~15:00）

◎第41回日原ロードレース大会
（日原体育館前 /10:00 ｽﾀｰﾄ）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）
（プラサ枕瀬 /15:30~16:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎地域運動推進研修会
（プラサ枕瀬 /9:30~11:30）

◎季節の湯（だいだい , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎陶芸教室
（やませ /9:00~12:00）

◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎石見神楽公演（木ノ口神楽社中）
（なごみ   ）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館/14:00~15:30）

◎元気会※１

（下町コミセン/10:00~11:30）
◎行政相談
　明るい生活相談
（やませ /10:00~12:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

※２ 対象 : 脳血管疾患の既往の
ある方およびその家族

※３ 家庭のあり方を見つめな
おし、家族でふれあう時間を
作るために設けられた日

※４ 対象：70 歳以上のひとり
暮らしの方、70 歳以上だけ
の２人以上暮らしの方

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎育児・栄養相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎津和野図書館休館日

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（中座会館 /13:30~14:30）◎３B 体操

（まちせ /13:30~）
◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）
◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎育児・栄養相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（やまび /10:00~12:00）

◎行政相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（野中自治会館 /10:30~11:30）
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /13:30~14:30）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎リハビリ恋来い鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎幼児健診
（プラサ枕瀬 /13:00~）

◎フラダンス教室
（やませ /14:00~15:00）

◎キラキラ体操教室
（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~14:30）
（須川公民館 /15:30~16:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）

【当番医】 増野医院 【当番医】 津和野共存病院

【当番医】 松浦内科胃腸科

【当番医】 つわぶき医院

【当番医】 小笠原医院

建国記念の日

なごみ

なごみ

町セ

山セ

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ

町セ

町セなごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

町セ

町セ

町セ

町セ

福セ

福セ

やま

やま

やまやま
やま
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11 月のつわのオレンジカフェほっとは、音
楽療法士の宮﨑真理子氏を講師に迎え、「音楽
で楽しい時間を過ごしましょう♪」をテーマ
に開催し、日原会場８名、津和野会場 15 名の
住民の方が参加されました。

童謡の「もみじ」を手拍子しながら歌ったり、
ハンドチャイムやシードラム、海外の楽器な
どを用いて演奏をしたり、２人組になり肩叩
きをしながらふれあい、笑いあいながら楽し
く過ごされていました。

音楽療法とは
音楽療法は、好きな音楽を聴く、カスタネットやタンバリン、ベルなどの簡単な楽器を奏でる、歌

に合わせて踊るなど、音楽を通じて脳を活性化させるリハビリテーション法のひとつです。

音楽療法の効果
音楽は「記憶の扉を開けるカギ」とも言われており、子どものときに歌った童謡や若い頃に流行し

た曲を選ぶと、回想法と同じように昔のことを思い出して、脳を活性化させる効果が期待できます。
また、脳を活性化させるばかりでなく、気持ちを落ち着かせるリラクゼーション効果もあり、食欲

が増す、ぐっすり眠れる、笑顔が増えるなどの好ましい結果を生み出します。

「つわのオレンジカフェほっと」とは
認知症の人とその家族、地域の方や専門職など、どなたでも気軽に集い、交流できる憩いの場です。

日々の生活で心配なこと、認知症のこと、介護のことなどを気軽にご相談ください。申し込み不要で
すので、お気軽におこしください。

※日原会場は１月から山村開発センターの耐震工事のため、『保健福祉センター やまびこ』に変更し
ています。

■お問い合わせ先
津和野町地域包括支援センター　☎（0856）72-0683

“脳を活性化させる音楽療法”開催！“脳を活性化させる音楽療法”開催！

音楽で楽しく元気になりましょう

認知症に関する人が気軽に集える通いの場「つわのオレンジカフェほっと」で

 
〔津和野会場〕 

🌼🌼日時 毎月第４火曜日 
10：00～12：00 

🌼🌼場所 社会福祉協議会 
     津和野支所 
🌼🌼参加費 100円 

〔日原会場〕 
🌼🌼日時 毎月第２金曜日 

10：00～12：00 
🌼🌼場所 保健福祉センター  

やまびこ      
🌼🌼参加費 100円 
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ご
み
を
屋
外
で
燃
や
す
こ
と

を
野
焼
き
と
い
い
ま
す
（
ド
ラ

ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼

却
な
ど
を
含
み
ま
す
）。
野
焼

き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
り
一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
罰
則
規
定

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
違
反
し

た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
の
場
合
は
、
違
反

し
た
従
業
員
と
と
も
に
法
人
に

も
３
億
円
以
下
の
罰
金
）
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
野
焼
き

の
検
挙
や
注
意
の
回
数
が
増
え

て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
改
正
は
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の

悪
質
な
焼
却
処
理
な
ど
を
厳
し

く
取
り
締
ま
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
環
境
保
全
に
も
大

き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
物

を
焼
く
と
、
火
災
の
危
険
性
や

煙
害
、
悪
臭
と
い
っ
た
問
題
が

発
生
し
ま
す
。
特
に
ビ
ニ
ー
ル

や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
を
燃
や
す
と

有
害
物
質
が
煙
と
な
り
空
気
を

汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
し
、
焼

け
残
っ
た
灰
に
も
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
野
焼
き
を
す
る
こ
と

は
自
然
環
境
、
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き
を
せ

ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。ゴ

ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
適
正
な
処

理
を
行
い
、
自
然
環
境
、
生
活

環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外

規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、
煙
等
に
よ
り
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
へ
著
し
く
影
響
を
与

え
る
な
ど
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
場
合
は
改
善
命
令
等
の
行
政

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
内
容
に
「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」が
な
い
か
ご
心
配
な
方
や
、

一
般
的
な
年
金
（
老
齢
年
金
の

ご
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
年

金
事
務
所
で
の
ご
相
談
を
ご
案

内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
談
日

　

２
月
24
日
（
金
）

　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

場
所

　

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー　

持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳

・
年
金
記
録
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
方
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
一
式

・
印
鑑

※
そ
の
他
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
資
料
が
あ

れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
に
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人

自
身
の
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。
委
任

状
は
、
津
和
野
庁
舎
健
康
福

祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生

活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
、
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず

に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
る
【
老
齢

年
金
】
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け

取
れ
る
【
障
害
年
金
】、
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加

入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取

れ
る
【
遺
族
年
金
】
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
の
猶
予
や
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す

◇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

申
請
に
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー

ま
た
は
在
学
証
明
証
、
印
鑑
が

必
要
で
す
。

年
金
の
手
続
き
は

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
の
ご
相
談
・
申

請
等
に
つ
い
て
は
津
和
野
庁

舎
健
康
福
祉
課
、
本
庁
舎
総

合
窓
口
ま
た
は
浜
田
年
金

事
務
所
（
０
８
５
５
・
22
・

０
６
７
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
の
記
載

さ
れ
た
書
類
に
は
、年
金
手
帳
・

年
金
証
書
・
年
金
振
込
通
知
書

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0651
年金相談のお知らせ

健康福祉課☎ 72-0651
新成人の皆さんへ　20 歳になったら国民年金

環境生活課☎ 72-0309
その野焼き、ちょっと待った！

【野焼きとして禁止されるもの】 【野焼きの特別な例外】

〇農林漁業を営むためのやむをえない焼却
　稲わら、農作業に伴い刈り取った雑草、伐採した
　木の枝剪定枝など
〇日常生活を営むうえで通常行われる焼却
　・草取りや庭木の剪定で出た草木の焼却
　・暖を取る為の焚き火、キャンプファイヤー
〇風俗習慣上、宗教上の行事などで行う焼却
　とんど焼き、山焼き

※生活環境の保全上著しい支障を生ずる
廃ビニールの焼却はこれに含まれません。
すすや煙、匂いなどにより周辺の方に迷惑をかけ、
洗濯物が汚れたり隣近所に不快感を与えていること
があります。

◎やむを得ず燃やす場合は、ご近所の理解を
得て、迷惑にならないようにしましょう。
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と
っ
て
は
利
便
性
が
高
ま
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
津
和
野
町
障
害
者

福
祉
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
」

に
則
り
推
進
し
て
い
る
障
が
い

者
福
祉
施
策
に
お
い
て
、
今
後

当
施
設
を
中
核
施
設
と
し
て
、

障
が
い
者
自
立
支
援
の
た
め
に

大
き
く
役
立
ち
、
障
が
い
者
福

祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
や
今
後
の
障
が
い
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
つ
わ
の
清
流
会 

事
務
局　
　

☎
74
・
２
０
７
０

総
事
業
費

　

１
億
６
，
６
１
０
万
４
千
円

障
が
い
者
の
自
立
支
援
や
障

が
い
児
の
療
育
支
援
を
行
う
施

設
と
し
て
、
道
の
駅
シ
ル
ク
ウ

ェ
イ
に
ち
は
ら
の
隣
接
地
に

「
津
和
野
町
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー 

は
な
み
ず
き
」
が
完
成

し
、
平
成
28
年
12
月
6
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
内
の
通
所
の

事
業
所
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
の
み
で
し
た
が
、

こ
の
施
設
で
は
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
を
委
託
さ
れ
た

社
会
福
祉
法
人
つ
わ
の
清
流
会

が
、
今
年
4
月
よ
り
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
児
童

発
達
支
援
事
業
、
相
談
支
援
事

業
等
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
町
外
の
事
業

所
へ
通
所
さ
れ
て
い
た
方
々
に

地
方
自
治
、農
林
水
産
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

発
展
向
上
を
促
し
、
島
根
県
に

大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
方
を
島

根
県
知
事
が
表
彰
を
す
る
各
種

功
労
者
表
彰
。

平
成
28
年
度
の
表
彰
で
津
和

野
町
か
ら
町
議
会
副
議
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
た
齋
藤
勲
さ
ん
が

地
方
自
治
の
分
野
で
、
島
根
県

指
導
農
業
士
を
務
め
て
い
る
京

村
真
光
さ
ん
が
農
林
水
産
の
分

野
で
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。受

賞
式
は
平
成
28
年
11
月
25

日
、
松
江
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
宍

道
湖
で
行
わ
れ
、
京
村
真
光
さ

ん
に
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事

か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
、
12
月

７
日
、
齋
藤
勲
さ
ん
に
下
森
博

之
津
和
野
町
長
よ
り
賞
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

総務財政課☎ 74-0028

健康福祉課☎ 72-0673
障害者福祉センターが完成しました

島根県各種功労者表彰がありました

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

津
和
野
町
農
業
委
員
会
よ

り
、
津
和
野
町
農
地
等
利
用
最

適
化
推
進
施
策
に
係
る
意
見
書

が
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
法
に

基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
就
農
を
目
指
し
て
研
修
を

受
け
て
い
る
方
や
新
た
に
就
農

す
る
方
々
に
対
し
て
、
優
良
農

地
の
提
供
、
よ
り
良
い
農
業
環

境
の
構
築
に
向
け
て
農
業
委
員

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
が
積
極
的
に
関
わ
る
し
く
み

づ
く
り
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
、

農
地
に
関
す
る
相
談
会
の
実
施

も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
農
地
の
有
効
活
用
に
向

け
た
取
り

組
み
が
期

待
さ
れ
ま

す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683農業委員会☎ 72-0653

つわみん活動日記

あけましておめでとうございます♪

実は…12月に山口県のちょるるさんが、今年は酉年だからと津和
野町に年賀はがき用の写真を撮りにきてくれたんよ♪
その他には、SL クリスマス号のお出迎えや、東京に出張に行って
きたよ♪
しっかり津和野を PR してきたけーね！！東京の子ども達もすご
く喜んでくれてうれしかったよ♪

ちょるるさんの日記に載せてもらったよ♪→

介護短歌のご紹介新規就農者のために

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは下記担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

デ
イ
の
日
に
　
変
り
折
紙
た
の
し
み
に

　
仲
々
覺
え
ず
　
年
の
せ
い
か
な

古
り
し
家
と
　
共
ど
も
老
ひ
け
る
二
人
に
て

　
昔
々
の
お
話
し
　
し
て
ま
す

廣
田
　
美
代
子
　
さ
ん

水
津
　
幸
　
さ
ん

色
紙
で
す
い
れ
ん
・
椿
・
朝
顔
と
色
々
可
愛
い
折
紙
を
教
え
て
頂
き
、
た
の
し
み
に
デ

イ
に
行
き
ま
す
が
仲
々
覚
え
ず
残
念
に
思
っ
て
…
。

共
に
す
ご
し
た
五
十
九
年
で
す
。
行
き
つ
戻
り
つ
の
話
し
で
す
が
尽
き
る
な
く
有
り
ま

す
。
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に
と
思
ふ
日
々
で
す
。

下森町長から伝達を受ける齋藤勲さん（左）溝口県知事から表彰を受ける京村真光さん（左）
意見書を提出する河
田寿樹会長（中央）

今年もよろしくお願いします♪

完成した障害者福祉センター

セミナーに関する詳細は下記 QR
コードからご覧いただけます。
竣工式の様子



けいじばん
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■ 2 月 11 日（土）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 2 月 5 日（日）
増野医院

☎ 74-0053
在
宅
当
番
医
…
…H

ospital

■ 2 月 26 日（日）
小笠原医院

☎ 79-2012

　

ご
案
内
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

2
月
8
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
名

義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
ロ
ー
ン
の

返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
吉
賀
会
場
（
完
全
予
約
制
）

2
月
5
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
益
田
会
場

2
月
16
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

平
日 

12
時
30
分
～
15
時
30
分

☎
０
１
２
０・１
１
４・２
３
４

求
職
者
支
援
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
活
用

基
礎
科

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
で

１
５
，
０
０
０
円
程
度
必
要
）

■
訓
練
期
間

3
月
30
日
～
6
月
29
日

3
月
3
日
（
金
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
益
田

☎
０
８
５
６
・
22
・
８
６
０
９

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
種
目

男
性　

自
衛
官
候
補
生

■
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

2
月
24
日
（
金
）

■
試
験
期
日　

2
月
25
日
（
土
）

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２
・
21
・
０
０
１
５

福
祉
・
保
育
の
仕
事　

就
職
・
転
職

フ
ェ
ア
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人
材
確

保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る

方
へ
の
支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

3
月
5
日
（
日
）
13
時
～
15
時
30
分

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

※
参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
５
２・３
２・５
９
５
７

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
休
診

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
午
前
8
時
30
分
と
午

後
2
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■ 2 月 12 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

鷲原八幡宮

■ 2 月 19 日（日）
つわぶき医院

☎ 72―3500

歯
科
衛
生
士
復
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

3
月
5
日（
日
）9
時
30
分
～
12
時
30
分

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
ち
、
現
在

離
職
中
の
方

無
料
※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
要
予
約
）

島
根
県
歯
科
医
師
会　

事
務
局

☎
０
８
５
２
・
24
・
２
７
２
５

相
続
登
記
の
相
談
が
で
き
ま
す

島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、
平
成
29

年
2
月
の
１
ヶ
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お

り
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
2
月
の
1
ヶ
月
間

島
根
県
内
司
法
書
士
事
務
所

無
料

島
根
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
２
・
24
・
１
４
０
２

相
続
税
・
贈
与
税
の
無
料
相
談
会

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に
相
続
若

し
く
は
遺
贈
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る

財
産
に
係
る
相
続
税
又
は
贈
与
税
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
で
は
、
税
理

士
記
念
日(
２
月
23
日)

行
事
と
し
て
、

「
相
続
税
、
贈
与
税
の
無
料
相
談
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

2
月
19
日
（
日
）
10
時
～
16
時

益
田
商
工
会
議
所　

１
Ｆ
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
所
属
税
理
士

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部

☎
０
８
５
６
・
22
・
３
８
５
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
雪
煙
チ
ェ
イ
ス

東
野
圭
吾
……
…
…

実
業
之
日
本
社

▽
霜
し
ず
く
髪
ゆ
い
猫
字
屋
繁
盛
記

今
井
絵
美
子
……
…
…
…

角
川
書
店

▽
乳
酸
キ
ャ
ベ
ツ
健
康
レ
シ
ピ

井
澤
由
美
子
……

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

▽
は
じ
め
て
の
マ
マ
＆
パ
パ
の
育
児

……
…
…
…
…
…
…
…

主
婦
の
友
社

▽
５
グ
ラ
ム
の
殺
意

吉
川
英
梨
……
…
…
…
…
…

宝
島
社

▼
津
和
野
図
書
館

２
月
28
日
（
火
）
は
休
館
で
す
。

▽
剣
豪
夜
話

津
本
陽
……
…
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
ヨ
ー
レ
の
ク
マ
ー

宮
部
み
ゆ
き
……
…
…
…

角
川
書
店

▽
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル

に
し
の
あ
き
ひ
ろ
……
…
…

幻
冬
舎

▽
本
を
読
む

安
野
光
雅
……
…
…
…

山
川
出
版
社

▽
い
と
し
の
毛
玉
ち
ゃ
ん

室
井
滋
……
…
…
…
…
…

金
の
星
社

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
2
月
6
・
13

日
・
27
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・

乳
児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
2
月
8
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
２
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹

介
患
者
の
み
））



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

長蛇の列をなして参拝の順番を待ちます。
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新年の幕開けです
年が明け、今年も太皷谷稲成神社が賑わいました。この

時期には珍しい晴天に恵まれたにも関わらず元日の午前中
は人がまばらでしたが、SL が津和野駅に到着すると、そこ
から大勢の人が降り、須川郷の会の獅子舞に歓迎され、津
和野の街を巡りながら神社へと向かいました。

太皷谷稲成神社の参拝客は正月３が日で 15 万 9,000 人。
多くの家族連れが健康や家内安全を祈願して新たな年明け
を迎えました。

静寂の夜を彩るは・・・
年末に灯り始めるイルミネーション。その

色や組み合わせにより暖かく、また反対に澄
んだ空気をより引き締める印象を与えます。
今回、町内の４つの風景を切り取りました。
いつもの昼の顔と違って見えはしないでしょ
うか。
① (有)中村緑化建設
② 津和野生花はじめ
③ 喫茶去
④ 津和野カトリック教会　　　　（敬称略）

①

③

②

④



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」
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□住民基本台帳（平成 28 年 12 月末現在）

転出：19
死亡：13

転入：9
出生：4

男 3,587 人　女 4,174 人
人口：7,761 人世帯数：3,606

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2017 年 1 月 17 日発行

12
月
届
出
分

須す
や
ま山 

一か
ず
ほ穂 

12
・
8 

（
町
田
）

佐さ

さ

き

々
木 

藍あ
い 

11
・
26 

（
青
原
）

様

FAX：0855-23-4427
（サイネックス浜田営業所 TEL 0855-23-2866）

津和野 ㈲森本石材 表 1・表 2・表 3・表 4・頭 1・頭 2～・通し（　　）

職中・記事中・その他（　　　　　　　　　　　　）

墓石墓所
専門工事店
墓 石 墓 所
専門工事店

有限
会社

一般社団法人
日本石材産業協会 正会員

各 宗 社 寺 御 用 商
移設改修リフォーム

千代に八千代に・・・
ち よ や ち よ

本社／津和野町寺田762-2益田支店／益田市遠田町2595-1
（代）墓造菩薩

寄
附
の
お
礼

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

柴
田　

実
様 

（
益
田
市
）

　
　
　

１
万
円

　
　
　

福
祉
事
業
に
対
し
て

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
者
の
お
知
ら
せ

（
問
合
せ
先
：
税
務
住
民
課
☎
74
・
０
０
６
９
）

島
根
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会
、
島
根
県
青
色
申
告

会
連
合
会
及
び
一
般
社
団
法
人
島
根
県
法
人
会
連
合
会
で
は
、

県
内
の
小
学
6
年
生
（
複
式
学
級
は
5
年
生
を
含
む
）
を
対
象

に
「
暮
ら
し
を
支
え
る
身
近
な
公
共
施
設
」
な
ど
を
題
材
に

し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

１
６
７
校
か
ら

４
，
８
６
５
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し

た
。津

和
野
町
か
ら

は
、
３
校
か
ら
36

点
の
応
募
が
あ

り
、
次
の
と
お
り

2
点
が
入
賞
し
ま

し
た
。

益田地区租税教育推進協議会代表幹事賞
日原小学校６年　鈴

す ず き

木　理
り か

華さん
公益社団法人 益田法人会津和野支部長賞
津和野小学校６年　石

いしかわ

川　樹
たつき

さん

12
月
届
出
分

青
木 

ア
ヤ
子 

12
・
6
（
添
谷
） 

95
歳

耕
野 

梅
子 

12
・
8
（
市
尾・戸
谷
） 

95
歳

佐
内 

美
知
子 

12
・
11
（
福
谷
） 

93
歳

兒
玉 

繁
利 

12
・
12
（
岩
瀬
戸
） 

90
歳

久
城 

榮
子 

12
・
12
（
青
原
） 

92
歳

石
川 

喜
義 

12
・
15
（
野
地
） 

82
歳

上
山 

ミ
ヤ
子 

12
・
19
（
直
地
上
） 

90
歳

　

松 

シ
ナ
ヨ 

12
・
24
（
下
横
瀬
） 

100
歳

井
筒 
福
人 

12
・
24
（
青
原
） 

84
歳

水
津 
清
子 

12
・
26
（
木
ノ
口
下
） 

73
歳


